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借受期間中の厳守事項 
この制度は、「資金の貸付と必要な援助指導を行うことにより、経済的自立と生活意欲の助⾧促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、

安定した生活を営ましめること」を目的としており、借受人は次の事項（生活福祉資金貸付制度要綱、要領等で規定される事

項等）を厳守しなければならない。 

１ 貸付決定後に送付する償還計画に従い、所定の支払期日までに定められた償還金を納めなければならない。

２ 借受人に次の事項が生じたときは、直ちに届出ること。 

 （1）住所を変更したとき。 

 （2）改名・改正したとき。 

 （3）死亡、または所在不明になったとき。 

３  借受人が次の事項の一つに該当する場合には、貸付金の全部又は一部の返還を求めるか、貸付金の交付を取り消す場合が

ある。 

 （1）他の借入金返済への充当等貸付金の使途をみだりに変更したり、他に流用した場合。 

 （2）虚偽の申請、不正な手段により貸付を受けた場合 

 （3）故意に償還金の支払いを怠った場合 

 （4）貸付の目的を達成する見込みがない場合 

 

 

 

Should be handwritten by the applicant 
and sealed. 

कृपया आ नै ह ा रबाट ले ख, छाप लगाउनुहोस्। 


